
 

平成２６年度「全国学力・学習状況調査」結果についてのお知らせ 

 

佐賀市立東与賀中学校  

 

 ４月に文部科学省による学力・学習状況調査を実施しました。これは、義務教育の機会均等とそ

の水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力や学習の状況を把握・分析し、教育施策の成果と課

題を検証し、改善を図ることが目的です。学校においては、児童生徒への教育指導の充実や学習状

況の改善等に役立てることやこれらの取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善を確立するこ

とを目的としているものです。 

 結果を基に、本校生徒の学力の傾向を分析し、学力向上について対応策をまとめました。その概

要についてお知らせいたします。 

 

■ 調査期日 

    平成２６年４月２２日（火） 

■ 調査の対象学年 

    中学校 3年生 

■ 調査の内容 

 （１） 教科に関する調査 

主として「知識」に関する問題 

〔国語Ａ，数学Ａ〕 

主として「活用」に関する問題 

[国語Ｂ，数学Ｂ] 

・ 身に付けておかなければ後の学年等の学習内

容に影響を及ぼす内容 

・ 実生活において不可欠であり常に活用できるよう

になっていることが望ましい知識・技能など 

・ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する

力などにかかわる内容 

・ 様々な課題解決のための構想を立て実践し評

価・改善する力などにかかわる内容 

 

（２） 生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 

 

■調査結果及び考察について 

全国学力学習状況調査は中学 3年生（小学 6年生）と限られた学年が対象であり、教科は国語と

数学 (算数)に限られています。さらに、出題は各教科の限られた分野(問題)です。したがって、こ

の調査によって測定できるのは、「学力の特定の一部分」であり「学校教育活動の一側面」である

ことをご了解の上、ご覧ください。 

 

 

 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

 学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面

に関する調査 

 指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件

の整備の状況，児童生徒の体力・運動能力の全体

的な状況等に関する調査 



１ 国語 

 (1) 結果             全国正答率との比較 

 
 基礎的な知識を問うＡ問題、活用力を問うＢ問題のどちらも、すべての領域において全国平均を下回

っています。領域別の正答率を見てみると、全国平均に一番近いのは、Ａ問題の「言語事項」で 74.3％

（全国平均は 78.7％）、全国平均に一番遠いのはＢ問題の「読むこと」で 42.9％（全国平均は 56.8％）

でした。どの領域もＡ問題のほうが正答率が高く、基礎的な知識はほぼ身に付いていますが、それを活

用する力が十分でないことがうかがえます。 

(2) 成果と課題 

  話す・聞く  

・ いずれの問題も県平均を若干下回っていました。特に、目的に沿って話し合い、互いの発言を検

討する問題においては正答率が 25.0％と低く、無解答率も 12.5％でした。 

 書く  

・ いずれの問題も県平均を下回り、他の領域に比べて無解答率が高い傾向が見られました。特に、

文章の構成や表現の仕方について根拠を明確にして自分の考えを書く問題は、正答率 19.3％、無

解答率が 19.3％でした。また、文章に表れているものの見方や考え方について根拠を明確にして

書く問題は、正答率が県平均を上回ったものの、無解答率が 31.8％でした。 

  読む  

・ 登場人物の言動の意味を考えて内容を理解する問題や、複数の資料を比較して読んで要旨を捉え

る問題は、正答率が県平均を上回ったものの、その他はほとんどの問題で県平均を下回っていま

した。 

 言語事項  

・ どの問題も正答率は県平均をわずかに下回っていました。また、漢字を正しく読んだり書いたり

する問題や語句の意味を理解して文脈の中で適切に使う問題、歴史的仮名遣いや古典の内容を捉

える問題は、無解答率が高い傾向にありました。 

 

(3) 学力向上のための取り組み 

 

  【学校では】 

○ 授業において、生徒の日常生活に身近な話題を題材にした課題を仕組み、読んだり、書いたり

する活動の場を機会あるごとに取り入れます。このような活動を通して、さらに、苦手意識を

持つ生徒の国語学習への興味・関心を引き出し、学習意欲の向上と、他者に説明しようとする

態度や能力の育成に努めます。それから、話す・聞く活動では、目的に沿った話し方や聞き手

を意識した話し方を身につけるよう指導していきます。 

○ 普段から文章を書いたり、考えをまとめたりすることに慣れさせ、書く力をつけていきます。 

○ 漢字帳の提出と点検、ノートチェックなどをていねいに行い、日々の指導の中で個々のつまず

きを早期に見つけ、補充指導に努めます。 

  

  

 

 

 



0

50

100

数と式 図形 関数 資料の活用

調査A（知識）

本校

全国

0

50

100

数と式 図形 関数 資料の活用

調査B（活用）

本校

全国

２ 数学 

(1) 結果             全国正答率との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基礎的な知識を問うＡ問題、活用力を問うＢ問題のどちらも、すべての領域において全国平均を下回

っています。問題形式ごとの正答率を見てみると、選択肢から選ぶ問題が７９％に対して、理由や方法

を記述する問題は３４％で、考えを筋道立てて適切に記述することができていない傾向が見られました。 

 

 

(2) 成果と課題 

  数と式  

・ 絶対値を求める問題など、知識を問う問題によく取り組めている傾向がありました。一方で、技

能を問う計算問題や数学的な見方や考え方を問う問題では、すべての問題で全国平均を下回りま

した。 

  図形  

・ 図形の移動の問題では全国平均を上回る問題もありましたが、全体的に全国平均を下回りました。

特に、証明などの筋道を立てて説明する記述式の問題に弱い傾向が見られました。 

  関数  

・ 具体的な事象について、関数関係を見出す問題には、比較的に良く取り組めていました。一方で、

グラフから式を求めるなどの技能を問う問題に弱い傾向が見られました。 

  資料の活用  

・ ヒストグラムから中央値を読み取る問題では大きく全国平均を上回ったものの、特に確率の分野

で非常に弱い傾向が見られました。 

 

(3) 学力向上のための取り組み 

 

  【学校では】 

 

○ 授業では、学び合い学習を取り入れ、苦手意識を持つ生徒の学習意欲を向上させます。また、

他者に説明することによって、理解をより深めることができると考えます。 

○ 小テストでは出題範囲を狭くしたり、問題を前もって提示したりして、取り組むべき課題を明

確にします。また、問題の難易度を生徒の実態に合わせて作成することによって、生徒達の頑

張りによって、大きな達成感を感じられるような工夫をしていきます。 

○ すくすくテストを活用し、基礎・基本の計算の定着を目指します。 

○ 定期テストや実力テストなどの後は答案を分析し、それぞれの生徒の苦手な領域を克服する手

だてを実行していきます。（小テストや補充指導など） 

○ 小テストやノートチェックなど、日々の指導の中で個々のつまずきを早期に見つけられるよう

努めます。 

○ 授業の前は教室に早く行き、質問がしやすい雰囲気をつくるなど、生徒が積極的に学習できる

環境づくりに努めます。 

 

 

 

 



３ 生活習慣や学習習慣に関する調査 
   

（１）結果 
   

〈調査項目〉生活習慣について 本校％ 県平均％ 全国平均％ 

朝食を毎日食べている。 ８５．１ ８５．２ ８３．８ 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 ８１．６ ７８．１ ７４．１ 

毎日、同じくらいの時刻に起きている。 ９３．１ ９３．７ ９２．１ 

平日２時間以上テレビを見る。 ６２．０ ５４．７ ５６．５ 

平日２時間以上ゲームをする。（TV ゲーム・パソコン・携帯型等も含む） ３１．０ ２９．２ ３５．４ 

平日２時間以上通話やメール、インターネットをする。 ３１．０ ２６．２ ３２．７ 

平日読書を３０分以上している。 ４３．６ ３６．２ ３１．４ 

 朝食、起床、就寝については、全国平均を上回り、規則正しい生活習慣が身についています。規則正しい生

活リズムが定着しているのは家庭の協力によるものです。 

 平日に２時間以上テレビを見る生徒が６２％、２時間以上ゲームをしたり、メールやインターネットをした

りする生徒も３１％以上おり、いずれも県平均を上回っています。   

 家庭では、４３．６％の生徒が毎日３０分以上読書をしています。一方で３６．７％の生徒にはほとんど読

書の習慣が身についておらず、そのうち２１．８％の生徒は「全く読書しない」と答えています。 

    
〈調査項目〉家庭学習について 本校％ 県平均％ 全国平均％ 

家で、計画を立てて勉強をしている。(どちらかといえばしているも含む) ３９．０ ４９．０ ４６．６ 

平日２時間以上勉強している。 ２８．７ ２８．６ ３５．１ 

平日０～１時間勉強している。 ４０．２ ３６．４ ３２．０ 

家で、学校の宿題をしている。(どちらかといえばしているも含む) ８７．３ ９１．３ ８８．２ 

家で、授業の予習をしている。(どちらかといえばしているも含む) ２４．１ ３５．２ ３４．２ 

家で、授業の復習をしている。(どちらかといえばしているも含む) ４９．４ ５６．３ ５０．４ 

 家庭で計画的に勉強をしている生徒の割合は３９％であり、全国平均、県平均を下回っています。また、平

日、２時間以上の学習をしている生徒は全体の２８％です。一方、勉強時間が１時間に満たない生徒が全体の

４割を占めており、学習に対する意識の差、学習時間の差がでています。 

 家庭学習では、宿題ができている割合が８７％と高い反面、予習や復習には半数以上の生徒が取り組めてい

ないようです。 

 

（２）改善に向けての取り組み    

 

 
 

   

    
    
    
    
    
    
 

   



 

    
 

   
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

     

 


